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セトンO.4ml ， 10%ホノレムアルデヒド溶液1.0ml ， 2 %酢酸溶液 2 mlを加えて，蒸留水で 4 ml にした。沸







② δ-ALA誘導体生成反応について検討した。 10%ホルムアルデヒド 1 mlの添加量及び、加熱反応
10分間は最適反応条件として得られた。この誘導体生成後，遮光条件で室温 3 時間以内では安定す
ることが確認された。
③異なる濃度のメタノール (40%--70%) 溶離液 7 種類を用いて， δ-ALA誘導体と他の共存物
質の分離について検討した。最適なメタノール濃度は50%前後で， δ-ALA誘導体ピークの保持
時間は10分--15分で他の物質との分離も良好であった。




⑤ 7 種類の濃度の ô-ALAの標準液 (0.5--20rng/ 1 )を用いて，本法により，その検量線を求め
た。回帰直線はY =200+28 ， 100X であり (r =1.0)，原点を通る直線に良く近似できた。
2 )尿試料による検討
① 同一正常人のスポット尿及び1.5rng/l の δ-ALA標準液，それぞれ10検体を用い，本法により
再現性をもとめた。尿試料の変動係数は3.8%で，標準物質の3.2% と比べて，ほぼ同じ値を示した。
② 健康男子15名，鉛健診対象者 5 名のスポット尿にそれぞれ一定量の δ-ALA標準液を添加した。
その回収率について，検討した。健康男子は平均97.3%で，鉛健診対象者は平均98.1%であった。

















林はSawicki法に着目し，蛍光をもっ δ-ALAの誘導体を作ることによって，尿中 δ-ALA に対
し充分な感度と特異性を持つ定量法を開発した。操作は簡便で自動化が可能な方法であるため，本法を
利用することによって尿中 δ-ALAを鉛一次健康診断の検査対象にすることが可能になった。本研究
の意義は，特に労働衛生分野において極めて大きく，学位論文に値するもの考える。
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